
 

 

 

 

2023年 8月 1日 

 

九州みらいインベストメンツ株式会社による 

国連責任投資原則（ＰＲＩ）への署名について 

 

当行グループ会社である九州みらいインベストメンツ株式会社（代表取締役 成松 正規）は、2023

年 7月、「国連責任投資原則(ＰＲＩ)」の署名機関となりましたので、お知らせいたします。 

同社は、ＥＳＧ(環境・社会・企業統治)要因の分析・評価を助言活動に組み込み、中長期的な投

資パフォーマンスと社会的リターン向上の両立を目指してまいります。 

 

１．国連責任投資原則（Principles for Responsible Investment）について 

2006 年に国連が提唱した国際的なイニシアティブで、機関投資家に対し、Ｅ（Ｅｎｖｉｒｏｎ  

ｍｅｎｔ：環境）、Ｓ（Ｓｏｃｉｅｔｙ：社会）、Ｇ（Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ：ガバナンス）の課題

を投資の意思決定に取り込むことで、長期的な投資パフォーマンスを向上させ、受託者責任をさら

に果たすことを目指しています。 

 

 

 

２．ＰＲＩ６原則 

私たちは、投資分析と意志決定のプロセスにＥＳＧの課題を組み込みます。 

私たちは、活動的な(株式等)所有者になり、その所有方針と所有慣習にＥＳＧ問題を組み入れます。 

私たちは、投資対象の主体に対してＥＳＧの課題について適切な開示を求めます。 

私たちは、資産運用業界において本原則が受け入れられ、実行に移されるように働きかけを行います。 

私たちは、本原則を実行する際の効果を高めるために、協働します。 

私たちは、本原則の実行に関する活動状況や進捗状況に関して報告します。 

 

九州フィナンシャルグループでは「サステナブル投融資方針」に基づき、地域の持続的成長に貢献する

ため 2030 年までのＥＳＧ投融資目標額を累計 1 兆円と定め、2019 年に「気候関連財務情報開示タスク

フォース（ＴＣＦＤ）」へ賛同を表明し、2020 年に「国連責任銀行原則（ＰＲＢ）」に署名しております。

今後これらの枠組みを踏まえて、当行グループでも金融・非金融のご支援を通じて環境・社会などの課題

解決に積極的に取り組んでまいります。 

 

以 上 

 

 

 

《本件に関するお問い合わせ》 

九州みらいインベストメンツ株式会社 

担当：上田 

電話 096-312-9139 



 

参 考 

【サステナビリティ推進の取り組みについて             】 

 


